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村
　
上
　
　
　
剛

　

平
素
か
ら
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の

活
動
に
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
事
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
だ
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
、
日
本
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
高

い
地
域
で
は
そ
の
効
果
が
功
を
奏
し
て
き

て
い
る
様
に
窺
え
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

日
本
は
急
速
に
鎮
静
化
と
思
わ
れ
る
現
象

が
出
て
き
て
安
堵
し
た
く
な
り
ま
す
が
、

決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
従
来
同
様
の
自
己
管
理
を
欠
か
す
こ
と

は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
の
山
中
伸
弥
博
士
の
言
葉
で
「
通
常
状

態
に
戻
る
に
は
5
年
は
か
か
る
で
し
ょ

う
」
が
、
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
当
連
合
会
も
今
年
こ
そ
は
、
総

会
の
開
催
を
行
う
べ
く
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

考
え
た
の
で
す
が
、
妙
案
が
浮
か
ば
ず
、

別
掲
載
の
通
り
書
面
表
決
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
お
陰
様
に
て
、
提
案
し
た
各
議

案
は
い
ず
れ
も
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
気

持
ち
も
新
た
に
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
、
特
に
注

力
し
て
行
う
の
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

で
す
。
9
月
下
旬
か
ら
10
月
初
旬
に
か
け

て
各
単
町
・
自
治
会
の
理
事
の
皆
さ
ん
に

は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
動
画
撮
影
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
残
念
な
が
ら
一
部
の
自
治
会
に
て
、

ど
う
し
て
も
都
合
悪
く
対
応
出
来
な
か
っ

た
所
も
有
り
ま
す
が
、
の
ち
の
機
会
に
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶

　

基
本
的
に
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
エ
リ

ア
の
P
R
で
す
の
で
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
会
員
の
為
に
も
、
新
し
い
切
り
口
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し

て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

約
2
か
月
後
に
は
各
単
町
・
自
治
会
の

素
晴
ら
し
い
動
画
あ
い
さ
つ
情
報
を
全
会

員
は
勿
論
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
の
で
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
理
事
の
皆
さ
ん
は
必
ず
で
す

が
、
ど
ん
ど
ん
「
藻
岩
く
ら
し
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
P
R
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
若
し
「
俺
は
歳
だ
か
ら
わ
か
ら
ん
・

知
ら
ん
」
と
思
っ
て
い
る
理
事
は
お
ら
れ

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
は

こ
れ
程
ス
マ
ホ
が
普
及
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
役
員
の
中
で
必
ず
対
応
出
来
る
方
が

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
頼
ん
で
会
員

の
皆
さ
ん
に
P
R
し
て
頂
く
事
に
よ
っ
て
、

ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
い
ろ
ん
な
形
で
反

応
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
取
り

組
み
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
、
連
町
サ
イ
ド

か
ら
の
一
方
通
行
で
は
な
く
、
相
互
通
行

を
基
本
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
究
極
は
全

員
参
加
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
精
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
私
も
含
め
年
配
の
方
々
は
新
し
い

自
分
発
見
く
ら
い
の
気
持
ち
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
き
っ
と
町
内
会
・
自

治
会
に
若
い
息
吹
を
吹
き
込
み
参
加
層
の

拡
大
に
つ
な
が
り
、
町
内
会
・
自
治
会
の

活
性
化
、
発
展
に
結
び
つ
き
、
ひ
い
て
は

連
合
会
の
活
性
化
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

オ
ー
ル
連
町
と
し
て
「
見
る
・
聞
く
・
云

う
」
を
合
言
葉
と
し
て
積
極
的
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

み
ん
な
の
「
も
い
わ
暮
ら
し
」
を
目
指

し
て
半
歩
・
一
歩
と
前
進
し
進
化
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
災
・
福
祉
の
面
に
つ
い
て
も
、

日
常
の
中
で
「
三
配
り
活
動
」
を
意
識
し

て
継
続
す
る
事
に
よ
っ
て
、「
お
互
い
様
・

向
こ
う
三
軒
両
隣
」
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

行
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
全
体
会
合
が
可
能
に

な
っ
た
段
階
で
、
防
災
・
福
祉
等
の
勉
強

会
を
開
催
し
、
孤
立
し
が
ち
な
地
域
社
会

を
、
真
逆
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

持
っ
た
連
帯
感
の
あ
る
地
域
社
会
に
育
て

上
げ
た
い
と
い
う
夢
を
追
い
か
け
て
い
き

ま
す
。
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令
和
三
年
度

藻
岩
町
内
会
連
合
会

定
期
総
会
中
止
に
伴
う

書
面
表
決
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
三
年
度
の
定
期
総
会
は
、
５
月
９

日
の
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
総
会

を
中
止
し
定
期
総
会
議
案
書
に
基
づ
き
、

書
面
表
決
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
部

長
・
総
務
部
長
に
よ
る
立
会
の
も
と
、
書

面
表
決
の
集
計
結
果
、
左
記
の
と
お
り
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。（
書
面
表
決
総

人
数　

56
名
）

　

第
一
号
議
案
～
第
六
議
案

　
　

承
認
者　

そ
れ
ぞ
れ　

49
名

　
　

不
承
認
者　
　
　
　
　
　

０
名

　

以
上
の
結
果
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
決
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
員
一
同
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長　

村
上　

剛

令
和
三
年
度

事

業

計

画

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、
昨
年
度
掲
げ

た
４
点
の
多
年
度
対
応
を
前
提
に
設
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
昨
年
度
と

同
じ
計
画
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
主
体
に
考
え
て
お

り
ま
す
。
三
配
り
活
動
は
、
デ
ザ
イ
ン
の

検
討
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
少

し
お
待
ち
く
だ
い
。

　

防
災
地
図
と
世
帯
数
対
策
に
つ
い
て

は
、
各
単
町
に
て
是
非
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

を
意
識
し
な
が
ら
、
全
体
的
な
勉
強
会
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①　

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
。

②　

色
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
一

層
の
三
配
り
意
義
の
浸
透
を
図
る
。

③　

藻
岩
地
区
防
災
地
図
を
基
に
、
各

地
域
の
地
理
条
件
の
違
い
を
把
握
。

④　

会
員
世
帯
数
が
漸
減
傾
向
に
あ
る

要
因
の
把
握
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

＊
総
務
部

一
．
令
和
３
年
度
藻
岩
地
区
町
内
会

連
合
会
の
基
本
４
方
針
の
浸
透
に
向

け
、
各
事
業
部
及
び
関
係
機
関
と
調

整
を
図
り
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計

画
を
推
進
す
る
。

二
．
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
元
年
と
し
て
、
初
年

度
事
業
計
画
の
推
進
を
図
る
。

三
．
会
報
「
藻
岩
」
の
発
行
を
通
し
、

地
域
情
報
・
町
内
会
活
動
・
防
災
情

報
の
共
有
を
図
る
。

＊
会
計
部

一
．
会
計
の
予
算
立
案
と
予
算
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
過
年
度
の
実
績
を
勘

案
す
る
と
と
も
に
各
事
業
の
実
態
に

即
し
た
効
果
的
対
応
に
努
め
る
。

二
．
会
計
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、

関
係
帳
簿
・
証
拠
書
類
等
を
正
確
に

記
録
整
理
保
管
し
、
適
正
な
決
算
書

の
作
成
に
努
め
る
。

＊
福
祉
部

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
三
配
り
活
動
の

工
夫
。
電
話
・
Ｉ
Ｔ
Ｃ
（
情
報
通
信
技

術
）
に
よ
る
メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
及
び

手
紙
や
カ
ー
ド
・
チ
ラ
シ
等
の
活
用
で

つ
な
が
り
持
と
う
。

＊
環
境
衛
生
部

　

南
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進

協
議
会
と
連
係
を
図
り
、
ご
み
対
策
等

町
内
会
清
掃
、
環
境
衛
生
の
普
及
活
動

を
推
進
す
る
。

＊
体
育
部

　

令
和
３
年
度
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合

会
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
体
育
部
の

事
業
活
動
に
お
い
て
会
員
相
互
の
交
流

と
融
和
を
図
り
、
以
っ
て
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
推
進
す
る
。

＊
女
性
部

一
．
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
各
事

業
の
推
進
に
参
画
し
、
地
域
の
活
性

化
に
努
め
る
。

　

又
、
外
部
団
体
と
の
連
絡
・
調
整

を
行
う
。

二
．
町
内
会
・
自
治
会
の
女
性
部
長
の

参
加
に
よ
り
、
年
２
回
の
部
長
会
、

ま
た
年
１
回
の
部
長
研
修
を
行
い
、

互
い
の
意
見
交
換
を
通
じ
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
す
る
。

三
．「
藻
岩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
」

に
参
画
し
、
家
庭
・
地
域
の
交
通
安

全
を
推
進
す
る
。

＊
青
少
年
部

　

子
ど
も
会
活
動
に
あ
た
り
、
公
社
・

札
幌
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
連
携

を
図
り
推
進
す
る
。

＊
防
災
部

一
．
各
町
内
会
の
危
険
と
思
わ
れ
る
河

川
・
崖
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

防
災
に
努
め
る
。

二
．
救
急
救
助
の
講
習
を
年
１
回
は
実

施
す
る
。

＊
交
通
安
全
部

一
．
各
種
団
体
・
町
内
会
役
員
等
に
よ

る
、
春
夏
秋
冬
の
交
通
安
全
街
頭
啓

発
活
動
の
推
進
。

二
．
各
学
校
に
対
す
る
交
通
安
全
教
室

の
実
施
。
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　藻岩地区町内会連合会のホームページ開設につきましては、
令和3年6月に、「ホームページ開設」の進捗状況お知らせ（1回目）
を、各町内会長様あてに、ご案内申し上げました。

＊ホームページの名称は　「もいわ暮らし」
＊アドレス（URL）　https://www.moiwa-area.com

　既に6月1日、先行オープンして、下記の一部内容を掲載しております。
① 町連創立50周年記念動画「ふるさと藻岩」
② 広報「藻岩」のカラー版
③ 防災マップ
④ 各種お知らせ（一例を挙げると）

・令和3年度藻岩地区町内会連合会総会の審議結果について
(令和3年度定期総会議案書)

・令和3年度藻岩地区社会福祉協議会総会の書面審議結果について
 (令和3年度藻岩地区社会協議会総会議案書)

・第52回 もいわ夏まつり開催中止のお知らせ
　皆さんも、スマートフォンやパソコンでぜひご覧になってください。
そして、何かおきづきのことがあれば、お知らせください。

※藻岩地区町内会連合会のメールアドレスを取得しましたのでお知らせします。
※メールアドレス　moiwa.area@gmail.com

　なお、内容確認と返信など、対応には数日を要する場合がありますことをあ
らかじめご了承願います。

◎今後、進めて参りますことをご紹介いたします。
　9月23日より、各単位町内会のページを作り込みます。その中で町内会長の皆
さんからのご挨拶を動画で掲載する予定です。
　町内会の区域や概況などのほか、町内会報や会員へのお知らせなども掲載す
る予定です。どうぞ、ご協力をよろしくお願いいたします。
　また、「子育て支援隊」・「もいわこの人」・「もいわのお店」・「関連団体のページ」
等の制作準備を進めております。
　「もいわこの人」では、この地区で活躍する「人」に焦点を当てて、写真と文で
紹介いたします。地域で安心安全・環境・子育て支援などで地道な活動を続ける
人や、一芸に秀でた人などを、今後各町内会1～2名紹介いただくかもしれませ
んので、その際はよろしくお願いいたします。

　藻岩地区町内会連合会の会員の皆さま及び、又これから当地区に移住を計画
されている人に向け、よりよい情報のご提供ができますように計画しておりま
すので、皆様のご協力をお願い申し上げます。

 藻岩地区町内会連合会
 会 長  村上　剛

藻岩地区町内会連合会
ホームページ開設のご案内www.moiwa-area.com
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是安 正之 様

服部 眞貴子 様

眞田 實治 様

写真前列（左から）
　服部さん、大平南区長様、是安さん、眞田さん
写真後列（左から）
　岡本藻岩まちづくりセンター所長、
　藻岩連町鈴木総務部長、　藻岩連町村上会長、
　川本南区市民部長様

新
任
理
事
等
の
紹
介

　

令
和
三
年
度
は
、
次
の
方
々
が
連
合
会

の
新
理
事
お
よ
び
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

理

事

松
野　
　

孝

理

事

藤
森　

孝
夫

理

事

星
野　

良
幸

理

事

山
田　

耕
造

理

事

興
梠　

和
明

理

事

安
永　

義
久

理

事

渡
邉　

克
己

会
計
監
査

伊
藤　

昭
彦

防
災
部
長

松
本　

宏
章

防
災
副
部
長

豊
田　

妙
子

女
性
部
長

谷
口　

充
子

女
性
副
部
長

木
澤　

正
枝

地
区
功
労
者
の
表
彰

開
催
日　

令
和
３
年
10
月
11
日

会　

場　

札
幌
市
南
区
役
所
区
長
室

　

例
年
の
表
彰
式
は
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
た
後
、
総
会
の
会
場
に
て
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
、
会
場

お
よ
び
日
程
調
整
等
で
表
彰
式
が
遅
く
な

り
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
の
一
員
と
し
て
連
町
・
町
内
会
の
役

員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
い

た
だ
き
ま
し
た
左
記
の
５
名
の
方
々
で
す
。

ま
た
表
彰
式
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
労

に
対
し
ま
し
て
、
大
平
南
区
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
引
続
き
ご
挨
拶
を
賜
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
横
田
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
は
、

所
用
の
た
め
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

〇
市
長
表
彰

是
安　

正
之　

様川
沿
第
一
町
内
会

前 

町
内
会
長

眞
田　

實
治　

様
北
ノ
沢
第
一
町
内
会

前 
町
内
会
長

横
田　

仁
宏　

様

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
川
沿
自
治
会

前 

自
治
会
長

服
部　

眞
貴
子　

様

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

前 

女
性
部
長

〇
区
長
表
彰

佐
々
木
幸
雄　

様

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
川
沿
自
治
会

前 

総
務
部
長
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白
樺
町
内
会

白
樺
町
内
会
は

海
抜
１
１
５
メ
ー
ト
ル

　

白
樺
町
内
会
の
50
年
誌
を
見
る
と
、
当

地
は
昭
和
38
年
に
札
幌
の
湘
南
地
区
高
級

文
化
住
宅
地
と
し
て
造
成
、
分
譲
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
風
光
明
媚
な

住
み
良
い
処
で
す
。

　

防
災
部
で
は
、
こ
の
好
環
境
下
で
安

全
・
安
心
な
日
常
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

は
、
平
時
の
防
災
対
策
が
不
可
欠
と
の
認

識
の
も
と
、
町
内
で
被
る
と
思
わ
れ
る
自

然
災
害
／
地
震
、
津

波
、
洪
水
、
風
水
害
、

土
砂
災
害
等
に
対
す
る

備
え
に
「
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
」
を
付
け
、
対
応

す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
北
海

道
・
札
幌
市
等
か
ら
の

情
報
を
基
に
、
各
種
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

と
し
、
防
災
部
で
調

査
・
分
析
し
ま
し
た
。

　

調
査
・
分
析
の
起
点
は
、
白
樺
町
内
の

地
域
特
性
で
す
。
幾
つ
か
の
調
査
の
中
の

一
つ
が
、
町
内
会
全
12
班
が
海
抜
１
０
０

ｍ
か
ら
１
２
０
ｍ
内
に
所
在
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

北
海
道
・
全
国
で
明
治
以
降
に
発
生
し

た
「
津
波
」
の
状
況
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、

道
内
の
最
高
は
31
・
７
ｍ
、
国
内
の
最
高

は
40
・
1
ｍ
で
、
い
ず
れ
も
町
内
の
海
抜

以
下
で
、
町
内
で
の
津
波
の
被
害
は
低
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
自
然
災
害
と
地
域
特
性
と

を
重
ね
合
わ
せ
て
、
白
樺
町
内
の
自
然
災

害
対
応
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
付
け
、
備
え

に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
、
町
内
の
み
な
様
の

身
の
安
全
を
守
る
べ
く
思
い
を
巡
ら
せ
て

お
り
ま
す
。�
（
白
樺
町
内
会
防
災
部
）

川
沿
北
町
内
会

「
地
域
交
流
防
災
活
動
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
流

行
っ
て
２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
治
ま
り
そ
う
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
為
、
感
染
症
を
流
行
ら
せ
な
い
た

め
、
人
と
の
接
触
を
な
る
べ
く
減
ら
す
こ

と
で
、
必
然
的
に
町
内
活
動
も
制
限
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
川
沿
北
町
内
会
で
は
３
年

前
か
ら
町
内
の
親
睦
を
兼
ね
た
憩
い
の
場

作
り
目
的
と
し
て
始
め
た
、
そ
よ
か
ぜ
公

園
の
花
壇
作
り
を
今
年
も
試
み
て
み
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
南
区
土
木
現
業
所
の
公
園
課
に

行
き
書
類
を
提
出
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
、
２
名
位
で
作
業
を
す
る
条
件

付
き
で
公
園
使
用
許
可
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

５
月
に
公
園
の
一
角
の
土
を
お
こ
し
、

草
を
取
り
肥
料
を
あ
た
え
、
花
の
苗
を
植

え
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月

に
は
北
海
道
新
聞
に
、
市
立
札
幌
み
な
み

の
杜
高
等
支
援
学
校
と
南
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
連
携
し
て
、
南
区
の
町
内
会
に
コ

キ
ア
（
ほ
う
き
草
）
の
苗
を
贈
呈
す
る
記

事
が
載
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
さ
っ
そ

く
町
内
会
と
し
て
申
し
込
み
、
７
月
に
コ

キ
ア
の
苗
を
譲
り
受
け
、
そ
よ
か
ぜ
公
園

と
観
光
道
路
沿
い
の
花
壇
２
箇
所
に
分
け

て
植
え
ま
し
た
。

　

最
近
は
毎
日
の
よ
う
に
暑
い
日
が
続
く

中
、
水
を
や
っ
た
り
、
草
を
取
っ
た
り
し

て
コ
キ
ア
は
す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。

　

秋
に
は
収
穫
と
い
う
か
緑
か
ら
赤
い
色

に
染
ま
っ
た
コ
キ
ア
を
刈
り
取
っ
て
、
み

な
み
の
杜
支
援
学
校
で
生
徒
さ
ん
と
一
緒

に
、
ほ
う
き
作
り
を
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
住
民
と
の
交
流
が

少
な
い
中
、
生
徒
さ
ん
と
の
地
域
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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川
沿
第
四
町
内
会

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
内
道
路
清
掃
の
実
施

　

令
和
３
年
７
月
25
日
（
日
）
川
沿
第
四

町
内
会
は
、
町
内
会
行
事
が
中
止
に
な
る

中
、
コ
ロ
ナ
禍
・
蔓
延
防
止
重
点
措
置
の

合
間
を
ぬ
っ
て
令
和
元
年
10
月
以
降
２
年

ぶ
り
の
道
路
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
30
度
近
く
の
暑
さ
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
さ
ん
も
含
め

総
勢
25
名
の
参
加
者
が
サ
フ
ラ
ン
公
園
に

集
合
し
ま
し
た
。

　

外
出
自
粛
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
す
も
全
員
マ
ス
ク
姿
の
た
め
、
一

瞬
、
誰
か
な
？

　

全
員
検
温
を
実
施
後
、
マ
ス
ク
着
用
・

手
袋
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
、
町

内
会
を
２
コ
ー
ス
に
分
け
一
時
間
を
目
途

に
歩
道
上
の
草
・
ゴ
ミ
等
を
ゴ
ミ
袋
６
個

分
収
集
し
た
。

　

戻
っ
た
人
か
ら
、
冷
た
い
ド
リ
ン
ク
で

喉
を
潤
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
不
織
布
マ
ス
ク

を
受
け
取
り
解
散
し
た
。

　

暑
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
会
長　

平
井
美
昭
）

川
沿
中
央
第
一
町
内
会

町
内
会
短
信
８
月
号

ち
ょ
こ
っ
と
だ
け
の
七
夕
祭
り

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
見
据
え
な
が
ら

も
、
町
内
会
の
子
ど
も
達
の
為
に
、
今
年

の
夏
唯
一
の
行
事
「
ち
ょ
こ
っ
と
だ
け
の

七
夕
祭
り
」
は
、
開
催
時
間
を
短
縮
し
３

回
に
分
け
て
、
お
菓
子
と
短
冊
を
配
る
行

事
の
み
を
実
施
し
、
８
月
末
ま
で
の
行
事

は
、
す
べ
て
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
、
７
月

18
日
の
札
幌
で
は
74
人
、
10
日
後
の
７
月

28
日
は
、
倍
近
い
１
３
９
人
と
、
約
一
週

間
で
２
倍
の
増
加
で
す
。

　

札
幌
が
開
催
地
で
あ
る
８
月
上
旬
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
を
控
え
て
の
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
数
は
、
想
像
す
る
だ

け
で
も
恐
ろ
し
い
の
一
言
で
す
。

【
８
月
の
町
内
会
行
事
予
定
】

　

４
日
（
水
）　

ど
ん
ぐ
り
公
園
清
掃

　

６
日
（
金
）　

ち
ょ
こ
っ
と
だ
け
の七

夕
祭

　

11
日
（
水
）　

ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン

整
備
実
施
日

　

18
日
（
水
）　

ど
ん
ぐ
り
公
園
清
掃
日

　

25
日
（
水
）　 
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン

整
備
実
施
日

【
川
沿
ふ
れ
合
い
ガ
ー
デ
ン
便
り
】

　

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
ガ
ー
デ
ン
草
取

り
や
水
や
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
水

不
足
で
今
年
の
夏
の
花
は
勢
い
が
あ
り
ま

せ
ん
。

※
秋
の
コ
ス
モ
ス
に
ご
期
待
を
！

（
川
沿
中
央
第
一
町
内
会

会
長　

柴
田 

田
鶴
子
）
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令
和
三
年
度
　
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
　
役
員
名
簿

役
　
　
員

理
　
　
事

役　

職　

名

氏　
　

名

備
考（
担
当
部
）

町
内
会
・
自
治
会

氏　
　

名

町
内
会
・
自
治
会

氏　
　

名

顧

問

柴 

田　

薫 

心

川
沿
第
一

松 

野　
　

 

孝

中
ノ
沢

髙 

瀨　

幸 

夫

三 

神　

英 

彦

川
沿
第
二

平 

田　

博 

文

ア
イ
ビ
ー
ハ
イ
ム
藻
岩

山 

田　

信 

春

千 
葉 

な
お
こ

川
沿
第
三

小 

村　
　

 

裕　

中
ノ
沢
希
望
ヶ
丘

近 

藤　
　

 

康

相

談

役

佐 
藤　

一 

彦

川
沿
第
四

平 

井　

美 

昭

ア
ー
ム
ズ
虹
が
杜

岩 

村　

重 

勝

会

長

村 

上　
　

 
剛

川
沿
中
央
第
一

柴 

田 

田
鶴
子

藻
岩
グ
リ
ー
ン
ア
ヴ
ェニュ
ー
壱
番
街

竹 

田　

健 

二

副

会

長

丸 

藤　
　

 
勝

総
務・青
少
年・交
通

川
沿
中
央
第
二

藤 

森　

孝 

夫

白
樺

高 

橋　
　

 

實

山 

田　

信 

春

環
境・防
災・福
祉

川
沿
中
央
第
三

今 

西　

重 

之

会
計
監
査

齋 

藤　

速 

也

川
沿
中
央
第
四

伊 

藤　

昭 

彦

伊 

藤　

昭 

彦

川
沿
中
央
第
五

村 

上　
　

 

剛

総
務
部
長

鈴 

木　

光 

典

市
営
川
沿
団
地
自
治
会

畠 

山　

正 

志

〃

副
部
長

近 

藤　
　

 

裕

川
沿
自
衛
隊
官
舎

星 

野　

良 

幸

会
計
部
長

笹 

原　

正 

裕

パ
レ
ス
藻
南
公
園

山 

田　

耕 

造

福
祉
部
長

白 

鳥　

晴 

彦

硬
石
山

大 

原　

康 

之

環
境
衛
生
部
長

大 

原　

康 

之

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
川
沿

興 

梠　

和 

明

体
育
部
長

難 

波　

正 

利

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
川
沿

安 

永　

義 

久

女
性
部
長

谷 

口　

充 

子

川
沿
北

五
味
川
博
都
志

〃

副
部
長

千 

坂　

浩 

子

ル
ー
ベ
デ
ン
ス
藻
岩

中 

村　

裕 

一

〃

副
部
長

木 

澤　

正 

枝

北
ノ
沢
第
一

渡 

邉　

克 

己

青
少
年
部
長

林  　

美
方
子

王
子
団
地

齋 
藤　

速 

也

防
災
部
長

松 

本　

宏 

章

北
ノ
沢
第
三

鎌 
田　

光 

子

〃

副
部
長

豊 

田　

妙 

子

北
ノ
沢
青
葉
台

丸 

藤　
　

 
勝

交
通
安
全
部
長

安 

岡　

行 

雄

や
ま
な
み

橘 　
　

幸 
雄

藻岩地区町内会連合会事務局　札幌市南区川沿八条二丁目四―十五 もいわ地区センター内
電話（〇一一）五七二―九四六〇
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令
和
三
年
度
　
札
幌
市
南
区
役
所
　
役
職
者
名
簿
（
藻
岩
地
区
関
連
分
）

役　
　
　

職　
　
　

名

氏　
　
　

名

南

区

長

大 

平　

英 

人

市

民

部

長

川 

本　
　

 

明

総
務
企
画
課
長

赤 

江　

慎 

次

庶
務
係
長

穴 

田　

卓 

也

地
域
安
全
担
当
係
長

富 

田　

公 

将

選
挙
係
長

嶋 

本　

洋 

一

広
聴
係
長

伊 

藤　
　

 

文

地
域
振
興
課
長

清 

田　

幸 

宏

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長

手 

塚　

祐 

史

ま
ち
づ
く
り
調
整
担
当
係
長

高 

橋 

江
里
子

地
域
活
動
担
当
係
長

山 
下 

美
紀
子

戸
籍
住
民
課
長

齋 
藤 
美
佳
子

藻
岩
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長

岡 
本　

光 
洋

土

木

部

長

住 

友　

寛 
明

維
持
管
理
課
長

石 

橋　

英 
二

保
健
福
祉
部
長

宮 

地　

宏 

明

保
健
福
祉
課
長

沖 

野　

直 

子

介
護
障
が
い
担
当
課
長

渡 

邊 

ち
さ
と

保
健
担
当
部
長

矢 

野　

公 

一

健
康
・
子
ど
も
課
長

濱 

谷　

和 

代

保
護
一
課
長

後 

藤　

俊 

光

保
護
二
課
長

加 

藤　

孝 

典

保
険
年
金
課
長

菅 

生　
　

 

哲

環
境
局　

豊
平
・
南
清
掃
事
務
所
長

吉 

田　

純 

一

令
和
三
年
度
　
藻
岩
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

役
員
名
簿

役
職
名

氏　
　
　

名

役
職
名

氏　
　
　

名

顧　

問

柴 

田　

薫 

心

理　

事

高 

橋　
　

 

實

会　

長

村 

上　
　

 

剛

同

佐 

藤 

登
代
子

副
会
長

丸 

藤　
　

 

勝

同

宮 

永　

裕 

己

同

山 

田　

信 

春

同

谷 

口　

充 

子

同

椎 

谷　

佳 

子

同

白 

鳥　

晴 

彦

監　

事

是 

安　

正 

之

同

豊 

田　

妙 

子

同

渋 

谷　

伸 

一

同

田 

中 

由
美
子

理　

事

松 

野　
　

 

孝

同

川 

股　

陽 

子

同

平 

田　

博 

文

事
務
局

谷 

口　

充 

子

同

小 

村　
　

 

裕

同

鈴 

木　

光 

典

同

平 

井　

美 

昭

同

笹 

原　

正 

裕

同

柴 

田 

田
鶴
子

同

千 

坂　

浩 

子

同

藤 

森　

孝 

夫

同

木 

澤　

正 

枝

同

今 

西　

重 

之

同

伊 

藤　

昭 

彦

同

村 

上　
　

 

剛

同

畠 

山　

正 

志

同

菅 

井　
　

 

徹

同

山 

田　

耕 

造

同

大 

原　

康 

之

同

興 

梠　

和 

明

同

安 

永　

義 

久

同

五
味
川
博
都
志

同

中 

村　

裕 

一

同

渡 

邉　

克 

己

同

齋 

藤　

速 

也

同

鎌 

田　

光 

子

同

丸 

藤　
　

 

勝

同

橘 　
　

幸 

雄

同

髙 

瀬　

幸 

夫

同

山 

田　

信 

春

同

近 

藤　
　

 

康

同

岩 

村　

重 

勝

同

竹 
田　

健 

二

編　

集　

後　

記

　

昨
年
の
春
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
世
界
中
に
拡
散
し
、
今
年
は
更
に

拡
大
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
不
透
明

の
状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
紆
余
曲
折
の

末
、
競
技
の
殆
ど
が
無
観
戦
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
、
藻
南
公
園
に
て
例
年
実
施

の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
も
い
わ
夏
祭
り
」

が
中
止
。
さ
ら
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
・
輪
投
げ
大
会
等
の
殆
ど
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

　

各
町
内
会
に
お
い
て
も
同
様
で
、「
町
内

会
た
よ
り
を
発
行
す
る
記
事
が
な
い
」
と
、

嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
町
内
会
・
自
治
会
の
出
来

事
・
催
事
等
の
情
報
を
是
非
ご
寄
稿
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
部
）


